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添付の『はじめにお読みください』を必ずお読みになり、正しく設置･
操作を行ってください。
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添付マニュアルのご紹介
本製品には、次のマニュアルが添付されています。各マニュアルをよくお読みになり、本製品を正しく
お使いください。

●はじめにお読みください（紙マニュアル）

安全にお使いいただくためのご注意や、添付品の内容、各部の名称と機能、サポートに関する情
報などを説明しています。
本製品をお使いになる前に必ずお読みになり、正しくお使いください。

●お使いの手引き Administrator編（紙マニュアル）

本製品の接続方法、基本設定などを説明しています。
本製品の導入時にお読みください。

●詳細設定ガイド（PDFマニュアル・本書）

「NCView A」の詳細な機能説明や、Webブラウザーでの設定方法、トラブルシューティングなどを説
明しています。

●お使いの手引き Standard編（PDFマニュアル）

所有者以外の一般ユーザーが使用するソフトウェア「NCView S」のインストール方法、使い方を説明
しています。必要に応じて弊社のホームページからダウンロードし、各ユーザーに配布してください。
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ネットワークカメラの操作のしかた
ネットワークカメラを操作するには次の2つの方法があります。

●「NCView A」で操作する
「NCView A」は、カメラの画像を見たり、録画するためのソフトウェアです。
最初にカメラを登録する必要がありますが、次からは、接続したいカメラを選択して［接続］ボタン
をクリックするだけで、カメラにアクセスできます。LAN内のカメラであれば、IPアドレスが分か
らなくても自動検索して接続できます。
「NCView A」からカメラに内蔵されている設定画面にアクセスして、設定を行うこともできます。

「NCView A」のおもな機能は次のとおりです。
・画像を見る（最大4台までのカメラの画像を閲覧可能）
・画像を静止画で保存する
・画像を動画で録画する
・被写体の動きを感知したときに、アラームを鳴らしたり、メールを送信する
・ファームウェアを更新する

「NCView A」の使い方については、本書の「PART1 NCView Aでカメラを操作する」をご覧くだ
さい。

●Webブラウザーで操作する
「NCView A」がインストールされていないパソコンからカメラにアクセスする場合は、webブラウ
ザー（Internet Explorer）を使用します。
WebブラウザーでIPアドレスやドメイン名を入力してカメラにアクセスし、画像を見たり、設定を
行うことができます。

ただし、次のことはWebブラウザーからは操作、設定できません。
・複数のカメラの画像を見る
・画像を静止画で保存する
・画像を動画で録画する
・被写体の動きを感知したときに、アラームを鳴らしたり、メールを送信する
・ファームウェアを更新する

Webブラウザーで画像を見る方法や設定方法については、本書の「PART2 Webブラウザーでカメ
ラの画像を見る」「PART3 Webブラウザーでカメラの設定をする」をご覧ください。
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本書の読み方
本書で使用している記号や表記には、次のような意味があります。

●記号について

●表記について

●イラスト、画面について

本文中に記載のイラストや画面は、実際と多少異なることがあります。

操作中に気を付けていただきたい内容です。必ずお読みください。

補足事項や、参考となる情報を説明しています。

添付マニュアルでの参照箇所を示しています。

本製品 CG-NCMNまたはCG-WLNC11MNのいずれかを指します。

「　」－「　」－「　」 「　」で囲まれた項目を順番に選択することを示します。

［  ］ ［  ］で囲んである文字は、画面上のボタンを表します。
例： →［OK］

LANケーブル 本書では、UTPケーブル（アンシールド･ツイストペア･ケーブル）の
ことを指します。本製品の接続には付属のUTPケーブルを使用してく
ださい。

はじめに
このたびは、「CG-NCMN」「CG-WLNC11MN」をお買い上げいただきまして誠にありがとうございま
す。本書は、本製品を正しくご利用していただくための手引きです。必要なときにいつでも参照してい
ただけるように、大切に保管してください。

コレガ製品に関する最新情報（ファームウェアのバージョンアップ情報など）は、弊社のホームページ
でお知らせします。

http://www.corega.co.jp/
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PART 1
NCView Aでカメラを操作する

「NCView A」について
「NCView A」は、本製品の所有者専用のユーティリティーです。本製品の画像を見られるだけでなく、
録画時の設定など、本製品の設定もできます。
「NCView A」を起動すると、次のようなメインウィンドウが表示されます。

接続中のカメラがある場合は、そのカメラの画像ウィンドウも同時に表示されます。

複数のカメラの画像を見る
ときに使用します（P.15、
16）。

カメラの各種設定を行いま
す（P.23）。

カメラの登録/変更/削除を
行います（P.8、10、11）。

カメラアイコン
カメラの登録、切り
替えを行います。

選択したカメラに
接続 / 切断します
（P.12）。

カメラの画像を録画すると
きに使用します（P.18）。

選択したカメラの情報（IP
アドレス、デバイス名）や
状態（On-Line/Off-Line）
が表示されます。

クリックするとメインウィ
ンドウの右端に「モーショ
ン設定」（P.27）、「詳細設
定」（P.29）、「ファーム更
新」（P.30）の3つのボタ
ンが表示されます。

ヘルプ/バージョン情報が
表示されます。

録画ファイルを再生します
（P.22）。

「NCView A」のメイン
ウィンドウを最小化し、タ
スクバーに表示します。

「NCView A」のメイン
ウィンドウを閉じます。

選択したカメラのMACア
ドレス、ファームウェア
バージョンなどの詳細情報
が表示されます。
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PART 1
NCView Aでカメラを操作する

カメラを登録する
「NCView A」でカメラの画像を見るには、カメラの登録が必要です。「NCView A」には、最大4台の
カメラを登録できます。

「NCView A」でカメラの登録を行う前に、「NCSetup」でカメラの設定を行っておいてください。
設定方法について詳しくは、『お使いの手引き Administrator編』をご覧ください。

カメラの登録は次の手順で行います。

1 カメラアイコンをクリックします。

ネットワークに接続されているカメラが検索され、しばらくすると、一覧に表示されます。

2 登録したいカメラを選択し、［登録］をクリックします。

登録したいカメラがどれにあたるかは、デバイス名やMACアドレスをもとに探してくださ
い。

本製品のデバイス名は、工場出荷時には、次のように設定されています。

　　NC○○○○○○

○の部分には、MACアドレスの下6桁が入ります。

本製品のMACアドレスは、背面のMACアドレスラベルに記載されています。

カメラアイコンをクリックします。
左から1～4の順になっています。

登録したいカメラをクリックします。

［登録］をクリックします。
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PART 1
NCView Aでカメラを操作する

・登録したいカメラが表示されないときは、［再検索］をクリックして、検索しなおし
てください。それでも表示されないときは、［IPアドレス入力］をクリックしてカメ
ラのIPアドレスまたはドメイン名（ダイナミックDNSをご利用の場合のみ）を直接
入力し、手順3に進んでください。

・インターネット上のカメラの場合は、自動で検索されません。［IPアドレス入力］を
クリックして、カメラのIPアドレスまたはドメイン名（ダイナミックDNSをご利用
の場合のみ）を入力してください。

・カメラが自動検索されてもカメラのIPアドレスと使用中のパソコンのIPアドレスが
同一ネットワーク上にない場合はカメラの登録ができません。パソコンとカメラのIP
アドレスを再確認し、変更してください。

3 「ログイン」画面が表示されたら、「NCSetup」で設定したユーザー名とパスワードを入力して、［OK］
をクリックします。

しばらくすると、登録したカメラの画像ウィンドウが表示されます。
また、メインウィンドウに登録したカメラのデバイス名や IPアドレス、接続状態が表示されます。

これで、カメラの登録は完了です。

カメラを複数台使用する場合は、同じ手順ですべての登録を行ってください。

ユーザー名を入力します。

パスワードを入力します。

［OK］をクリックします。
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PART 1
NCView Aでカメラを操作する

■カメラの IPアドレスを変更する

「NCView A」でカメラのIPアドレスを変更できます。本製品とパソコンのIPアドレスが同一ネットワー
ク上にない場合などは、IPアドレスを変更する必要があります。

IPアドレスを変更できるのは、自動検索されたカメラのみです。

1  IPアドレスを変更したいカメラアイコンをクリックします。

2 ［カメラ登録変更］をクリックします。

3 「接続中カメラ」画面が表示されたら変更したいカメラを選択して、［IPアドレス変更］をクリックし
ます。

4 「ログイン」画面が表示されたら、ユーザー名とパスワードを入力して、［OK］をクリックします。

5 「IPアドレス変更」画面で必要事項を入力し、［OK］をクリックします。

［カメラ登録変更］をクリックします。

変更したいカメラをクリックします。

［IPアドレス変更］をクリックします。

［OK］をクリックします。

DHCPサーバーからIPアドレスを自動で割
り振られるように設定する場合は、ここを選
択します。

カメラに固定IPアドレスを設定する場合は、
ここを選択してIPアドレス、サブネットマス
ク、ゲートウェイを入力します。



11

PART 1
NCView Aでカメラを操作する

6 「接続中カメラ」画面で、［登録］をクリックします。

7 「ログイン」画面が表示されたら、ユーザー名とパスワードを入力して、［OK］をクリックします。

しばらくすると、カメラの画像ウィンドウが表示されます。
また、メインウィンドウの IPアドレスの表示が変わります。

■カメラの登録を解除する

使用しないカメラの登録を解除することができます。

1 登録を解除したいカメラアイコンをクリックします。

2 ［登録解除］をクリックします。

メインウィンドウに表示されていたカメラ情報が消えます。
また、カメラの画像ウィンドウが表示されていた場合は、画像ウィンドウも消えます。

［登録解除］をクリックします。
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PART 1
NCView Aでカメラを操作する

カメラの画像を見る
カメラに接続して、画像を見る方法を説明します。

■カメラに接続/切断する

1 接続または切断したいカメラアイコンをクリックします。

2 ［接続/切断］をクリックします。

カメラに接続されると、［接続/切断］がピンク色に変わり、メインウィンドウに「On-Line」と表示さ
れます。同時に、画像ウィンドウに画像が表示されます。

切断されると、［接続/切断］が水色になり、メインウィンドウの表示が「Off-Line」に変わります。

［接続/切断］をクリックします。

ここにはカメラのデバイス名が表示されま
す。
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PART 1
NCView Aでカメラを操作する

■画像ウィンドウの操作について

画像ウィンドウの各ボタンをクリックすると、次のようなことができます。
クリックしたボタンは、ピンク色に変わります。

①表示されている画像を静止画（JPEG形式）で保存できます（P.17）。

②表示されている画像を回転します。クリックするたびに左回りに90度ずつ回転していきます。

③表示されている画像の画質を調整できます（P.14）。

④メインウィンドウを表示します。

⑤画像ウィンドウを常に一番手前に表示します。もう一度クリックすると、解除されます。

⑥画像ウィンドウを最小化してタスクバーに表示します。

⑦画像ウィンドウを最大化して画面いっぱいに表示します。もう一度クリックすると、最大化する前に
表示していた大きさに戻ります。

⑧画像ウィンドウを閉じます。再度、画像ウィンドウを表示するには、メインウィンドウで画像を表示
したいカメラのアイコンをクリックしてください。

① ⑧

②　  ③ ④　　　　　　　  ⑤ ⑥ ⑦
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PART 1
NCView Aでカメラを操作する

■画質を調整する

表示される画像の画質（明るさ、コントラスト、色彩）を調整できます。

1 画像ウィンドウで、  をクリックします。

画像ウィンドウに画質調整バーが表示されます。

2 明るさ、コントラスト、色彩の各スライダーを移動して調整します。

3   をクリックし、画質調整バーを閉じます。

項　目 説　明

明るさ 画像の明るさを調整します。数値を大きくすると明るさが増します。工場出荷時は「64」
に設定されています。設定範囲は、1（最小）～128（最大）です。

コントラスト 画像のコントラストを調整します。数値を大きくすると最も明るい部分と最も暗い部分
との差が大きくなります。工場出荷時は「64」に設定されています。設定範囲は、1（最
小）～128（最大）です。

色彩 画像の色具合を調整します。数値を大きくすると青色が強くなり、小さくすると赤色が
強くなります。工場出荷時は「64」に設定されています。設定範囲は、1（最小）～128
（最大）です。

下の表を参考に画質を調整します。
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PART 1
NCView Aでカメラを操作する

■複数のカメラの画像を切り替えて表示する＜画像スキャン＞

ネットワーク上に複数台のカメラを接続しているときに、1つの画像ウィンドウで、一定の間隔でカメ
ラを切り替えて画像を表示することができます。
カメラを切り替える間隔は、「オプション」画面の「画像スキャン間隔」で、設定できます（P.26）。

あらかじめ、各カメラを「NCView A」に登録、接続しておいてください。

1 メインウィンドウで［画像スキャン］をクリックします。

設定した間隔でカメラが自動的に切り替わり、画像が表示されます。
表示中のカメラの名前は、画像ウィンドウのタイトルバーで確認できます。

画像結合（P.16）をしているときに［画像スキャン］をクリックすると、結合が解除されます。

［画像スキャン］をクリックします。
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PART 1
NCView Aでカメラを操作する

■複数のカメラの画像を1つのウィンドウで表示する＜画像結合＞

複数台のカメラに接続している場合に、各カメラの画像ウィンドウを結合して、1つのウィンドウで表
示することができます。

あらかじめ、各カメラを「NCView A」に登録、接続しておいてください。

1 メインウィンドウで［画像結合］をクリックします。

4台分の画像ウィンドウが、1つのウィンドウに表示されます。

画像をクリックすると、カメラを選択できます。
選択されているカメラの画像には、赤い枠が表示されます。

・各ボタンの機能は1台のみの画像ウィンドウと同じです（P.13）。

・画像ウィンドウでカメラを選択すると、メインウィンドウの表示が選択したカメラの情報に変わり
ます。

・接続または登録されていないカメラは、画像が表示されません。

・画像スキャン（P.15）を行っているときに［画像結合］をクリックすると、画像スキャンが解除さ
れます。

画像結合された状態から、カメラごとの画像ウィンドウに戻したいときは、画像ウィンドウの  をク
リックするか、メインウィンドウで、もう一度［画像結合］をクリックします。

選択したカメラに対して、各ボタンの機能が
実行されます。

［画像結合］をクリックします。
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■画像を静止画で保存する

表示されている画像を静止画（JPEG形式）で保存できます。

1 画像ウィンドウで  をクリックします。

 をクリックした時点の画像が保存されるわけではありません。

手順2で［保存］をクリックした時点で表示されていた画像が保存されます。

2 画像の保存場所とファイル名を設定し、[保存]をクリックします。

保存場所を選択します。

ファイル名を入力します。工場出荷時は
「temp」になっています。

［保存］をクリックします。
この時点で表示されていた画像が、静止画
として保存されます。

 をクリックします。
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画像を録画する
本製品で撮影した画像を録画できます。録画方法には、「モーション録画」「カメラ録画」「スケジュール
録画」の3種類があります。
録画ファイルはavi形式で保存され、Windows Media Playerなどで再生できます。

・モーション録画
カメラが被写体の動きを感知しているときだけ、録画を行います。

・カメラ録画
手動で録画を行います。メインウィンドウの［カメラ録画］をクリックすると録画が始まり、もう一
度クリックすると、録画が終了します。

・スケジュール録画
指定した日時または曜日のみ、録画を行います。

●録画を行うときの注意

・録画ファイルの保存容量が［オプション］－［リサイクル］で設定した容量より大きくなると、古い
ファイルから自動的に削除されます（P.25）。
・「NCView A」のメインウィンドウまたは、録画したいカメラの画像ウィンドウのどちらかが開いてい
れば録画できます。
・録画ファイルは、［オプション］－［ファイル保存］で設定したフォルダ内に、カメラごとに保存され
ます（P.24）。
・録画ファイルは、［オプション］－［録画ファイル分割］で指定した容量で分割されて保存されます。
・録画ファイルのファイル名には、録画開始時刻がつけられます。

例：20031210151500．avi　→　2003年12月10日15時15分00秒に録画開始
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■被写体の動きを感知したときだけ録画する＜モーション録画＞

1 録画したいカメラアイコンを選択します。

2 ［モーション録画］をクリックします。

メインウィンドウに「モーション録画 ON」と表示されます。
カメラが被写体の動きを感知すると自動的に録画が始まり、動きがなくなると録画を終了します。
「モーション録画」を中止するときは、もう一度［モーション録画］をクリックします。

・動作感知のレベルは、［カメラ設定］－［モーション設定］で設定できます（P.27）。

ただし、被写体や撮影場所の状況により、設定した感度で機能しない場合があります。

・1録画ごとに1ファイルが作成されます。

■手動で録画する＜カメラ録画＞

1 録画したいカメラアイコンを選択します。

2 ［カメラ録画］をクリックします。

メインウィンドウに「カメラ録画中」と表示され、録画が始まります。
録画を終了するときは、もう一度［カメラ録画」をクリックします。

［モーション録画］をクリックします。

［カメラ録画］をクリックします。
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■日時や曜日を指定して録画する＜スケジュール録画＞

・録画スケジュールはカメラごとに設定できます。

・録画スケジュールは、1台のカメラにつき、5つまで設定できます。

1 録画したいカメラアイコンを選択します。

2 ［スケジュール録画］をクリックします。

3 ［スケジュール追加］をクリックします。

［スケジュール録画］をクリックします。

［スケジュール追加］をクリックします。
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4 表示された画面で、「日付指定モード」か「曜日指定モード」のどちらかを選択し、次のように設定し
ます。

曜日は、複数選択できます。毎日決まった時刻に録画を行う場合は、すべての曜日を選択し
ます。

5 ［OK］をクリックします。

6 「スケジュール録画」画面で、［OK］をクリックします。

メインウィンドウに「スケジュール録画 ON」と表示されます。
指定した日時になると録画が行われます。
「スケジュール録画」をやめるときは、もう一度［スケジュール録画］をクリックします。

●録画スケジュールを削除する

1 録画スケジュールを削除したいカメラのアイコンをクリックします。

2 ［スケジュール録画］をクリックします。

3 削除したいスケジュールを選択して、［削除］をクリックします。

●録画スケジュールを変更する

録画スケジュールを変更するには、以前のスケジュールを削除して、新たにスケジュールを作成します。

[OK]をクリックします。

日付指定モード　指定した日時に録画を行い
ます。
録画する日を「西暦／月／日」の形式で入力
します。  をクリックしてカレンダーを表
示させ、日付を選択して入力することもでき
ます。

曜日指定モード　指定した曜日の指定時刻に
録画を行います。
時刻を24時間制で入力します。
録画したい曜日をクリックします。
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■録画ファイルを再生する

録画ファイルは、Windows Media Playerなどで再生することができます。

MPEG4を再生できるアプリケーションをあらかじめインストールしておいてください。

1 メインウィンドウで［録画ファイル再生］をクリックします。

2 再生したい録画ファイルの保存場所とファイル名を選択し、［OK］をクリックします。

・工場出荷時の設定では、録画ファイルは、「C：¥corega¥Network Camera」の中の、
カメラ別のフォルダに保存されています。

・録画ファイルの保存場所は、［オプション］－［ファイル保存］で変更できます（P.24）。

・録画ファイルのファイル名は、録画開始時刻になっています。

　例：20031210151500．avi → 2003年12月10日15時15分00秒に録画開始

Windows Media Playerが起動し、録画ファイルの再生が始まります。

Windows Media Playerの操作方法→Windows Media Playerのヘルプをご覧ください。

［録画ファイル再生］をクリックします。

録画ファイルの保存場所とファイル名を選
択します。

［OK］をクリックします。
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カメラの設定をする
「NCView A」では、録画ファイルの設定や動作感知のレベルの設定などができます。設定は、メイン
ウィンドウの［オプション］または［カメラ設定］から行います。

●「オプション」画面で設定できること

「オプション」画面では、次の設定ができます。

●［カメラ設定］で設定できること

［カメラ設定］をクリックすると、次の3つのボタンが表示されます。

ここをクリックすると、「オプション」画面
が表示されます。

録画ファイルに関する設定ができます
（P.24）。

［モーション設定］：カメラが被写体の動きを
感知したときの設定ができます（P.27）。

ここをクリックすると、［モーション設定］
［詳細設定］［ファーム更新］の3つのボタン
がメインウィンドウ内に表示されます。

プロキシサーバーの設定ができます
（P.26）。

画像スキャンの間隔の設定ができます
（P.26）。

［詳細設定］：本製品に内蔵されている詳細設
定画面を表示し、ネットワーク設定などの詳
細設定ができます（P.29）。

［ファーム更新］：本製品のファームウェアの
更新ができます（P.30）。
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■録画ファイルの設定をする＜オプション＞

録画ファイルの保存容量や保存場所などを設定します。
「オプション」画面で、次のような設定をします。

●1ファイルあたりの最大サイズを設定する

録画ファイルの1ファイルあたりの最大サイズを設定します。
録画中に、録画ファイルがここで設定したサイズを超えると、自動的に別のファイルが作成されます。
10Mバイトから50Mバイトのあいだで選択できます。工場出荷時の設定は、10Mバイトです。

・ここで設定したサイズは、およその目安です。

・画質の設定（解像度や圧縮率）によって、1ファイルに録画できる時間は異なります。

●ファイルの保存場所を設定する

録画ファイルの保存場所を設定します。
録画をすると、ここで設定したフォルダの中に、カメラごとのフォルダが自動的に作成され、録画ファ
イルが保存されます。
保存場所は、最大16か所作成できます。
保存場所には、作成した順に番号がつけられます。必要に応じて、使用する保存場所を選択することが
できます。
パソコンのハードディスクを複数のドライブに分けている場合は、別のドライブのフォルダを登録し複
数の保存場所を選択しておくことで、1つのドライブがいっぱいになった際に自動的に次の保存場所に
録画ファイルを保存できます。
複数の保存場所を選択した場合は、番号の小さい順に保存されます。

保存場所を変更／追加するときは、次のように設定します。

1 「オプション」画面で、［変更］または［追加］をクリックします。

録画ファイルの保存容量を設定します。

録画ファイルの保存場所の選択、設定をしま
す。

録画ファイルの1ファイルあたりの最大サ
イズを設定します。

［変更］または［追加］をクリックします。



25

PART 1
NCView Aでカメラを操作する

2 「ファイル保存」画面で、次のように設定します。

3 「オプション」画面で、［OK］をクリックします。

・録画ファイルの保存を確実に行うため、保存先のフォルダは、ルートから4階層以内にしてくだ
さい。

・保存場所を削除するときは、「オプション」画面で、削除したい保存場所を選択して［削除］をク
リックします。

●録画ファイルの保存容量を設定する

録画ファイルの容量が増えてシステムが不安定になるのを防ぐため、カメラごとに録画ファイルを保存
する最大容量を設定することができます。録画ファイルの保存容量がここで設定した容量より大きくな
ると、古いファイルから自動的に削除されます。

「オプション」画面で、次のように設定します。

ご使用の環境に応じて、設定した保存容量での録画可能時間は変わります。

保存先のドライブを選択します。

フォルダを選択します。
新しくフォルダを作成する場合は、［新規
フォルダ作成］をクリックしてフォルダ名
を入力します。

選択したフォルダを保存場所として有効に
する場合は、チェックをつけます。

［OK］をクリックします。

「リサイクル」にチェックをつけます。
録画ファイルの保存容量として確保するサ
イズを選択します。目安として、200Mバ
イトで約30分間の録画が可能です。
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■プロキシサーバーの設定をする＜オプション＞

「NCView A」を使用しているパソコンのネットワークで、インターネット接続にプロキシサーバーを使
用している場合は、「NCView A」でプロキシサーバーの設定が必要です。

「NCView A」を使用しているパソコンにプロキシサーバーを設定しないと、インターネット上の
カメラにアクセスすることができません。

「オプション」画面で、次のように設定します。

■画像スキャンの間隔を設定する＜オプション＞

［画像スキャン］で、複数台のカメラの画像を切り替えて表示させるときに、カメラを切り替える間隔を
設定します。「オプション」画面の「画像スキャン間隔」で、間隔を選択します。1秒から20秒のあい
だで、1秒間隔で設定できます。工場出荷時の設定は、「1 sec．」（1秒）です。

項　目 設定例 説　明

プロキシサーバー － プロキシサーバーを使用する場合は、チェックをつ
けます。

アドレス proxy．isp．ne．jp プロキシサーバーのアドレスとポート番号を入力し
ます。工場出荷時のポート番号は「8080」になっ
ています。

ローカルアドレスには － チェックをつけると、同一ネットワーク内のカメラ
にアクセスするときにプロキシサーバーを経由しな
いでアクセスできます。プロキシサーバーを経由し
ない方が、すばやくカメラにアクセスできます。

プロキシサーバーを
使用しない

下の表を参考にプロキシサーバーの設定をし
ます。
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■カメラが被写体の動きを感知したときの設定をする＜モーション設定＞

カメラが被写体の動きを感知したときに、アラームを鳴らしたり、画像をメールで送信することができ
ます。また、被写体の動きを感知する感度も設定できます。

1 モーション設定を行いたいカメラのアイコンをクリックします。

2 メインウィンドウの［カメラ設定］－［モーション設定］をクリックします。

3 「モーション設定」画面で次のように設定します。

「動作感知レベル」は、被写体や撮影場所の状況（照度の急激な変化など）により、設定した感度で
機能しなかったり、逆に設定した感度以下でも機能する場合があります。

項　目 説　明

アラーム カメラが被写体の動きを感知したときに、アラーム（パソコンの警告音）を鳴らすこと
ができます。

E-mail送信 カメラが被写体の動きを感知したときに、画像（JPEG形式の静止画像）を指定したメー
ルアドレスに送信することができます。設定については、次の「E-mail設定について」
をご覧ください。

動作感知レベル カメラが被写体の動きを感知するレベルを設定します。つまみを左右に動かして調整し
てください。レベルを高くするほど、鈍い動作にも反応するようになります。

次の表を参考に設定します。

［OK］をクリックします。
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●E-mail設定について

1 「モーション設定」画面で［E-mail設定］をクリックします。

2 「E-mail設定」画面で、次のように設定します。

・本製品のメール機能は、SMTP（Simple Mail Transfer Protocol）を使用しているメールサー
バーでのみ正常に動作します。

・メールサーバーによっては、電子メールへの添付ファイルの容量に制限がある場合があります。
事前にプロバイダーまたはネットワーク管理者に相談してください。

・メールサーバーによっては、送信元の電子メールアドレスを入力しないと送信されない場合があ
ります。

項　目 設定例 説　明

メールサーバーアドレス smtp．isp．ne．jp メールサーバー（SMTPサーバー）のアドレスを入
力します。 IPアドレスまたは、ドメイン名で入力し
てください。

送信元アドレス fromname＠ isp．ne．jp 画像を添付した電子メールの送信元の電子メールア
ドレス（送り主）を設定します。

送信先アドレス toname＠ isp．ne．jp 画像を添付した電子メールの受信先の電子メールア
ドレス（送り先）を設定します。

件名 リビングのカメラ カメラから送信されるメールの件名を入力します。
設置場所、カメラ名等分かりやすい件名を入力して
おくと便利です。

ユーザー名 corega メールサーバーへアクセスするためのユーザー名を
入力します。

パスワード passwordsmtp メールサーバーへアクセスするためのパスワードを
入力します

送信間隔 5（秒） メールを送信する間隔を設定します。工場出荷時の
設定は、5秒です。

下の表を参考に設定します。

［OK］をクリックします。
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■カメラの詳細設定をする＜詳細設定＞

本製品に内蔵されている「Top/Information」画面を表示して、詳細設定をすることができます。

1 詳細設定を行いたいカメラを選択します。

2 メインウィンドウの［カメラ設定］－［詳細設定］をクリックします。

3 ログイン画面が表示されたら、ユーザー名とパスワードを入力して「OK」をクリックします。

本製品に内蔵されている「Top/Information」画面が表示されます。

「Top/Information」画面についての詳細は、本書の「PART3　Webブラウザーでカメラの設定をす
る」をご覧ください。
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「firm.bin」を選択します。

［開く］をクリックします。

■ファームウェアを更新する＜ファーム更新＞

本製品の機能強化のため、予告なくファームウェアのバージョンアップを行うことがあります。最新の
ファームウェアはコレガのホームページ（http://www.corega.co.jp/）から入手してください。

・ファームウェアをアップデートする前に、本製品の設定内容をメモしておいてください。

・更新用のファームウェアファイルは、コレガのホームページから入手して、あらかじめ設定用の
パソコンに保存しておいてください。

・ファームウェアの更新中は電源を切断したり、カメラの操作を行ったりしないでください

ここでは例として、［c:￥corega］（Cドライブ内のフォルダ名「corega」）に「firm.bin」（ファーム
ウェアのファイル名）を保存した場合で説明します。

1 ファームウェアを更新したいカメラを選択します。

2 メインウィンドウの［カメラ設定］－［ファーム更新］をクリックします。

3 ［参照］をクリックします。

4 「corega」フォルダ内の「firm．bin」を選択して、［開く］をクリックします。

5 ［更新］をクリックします。

ファームウェアの更新が始まります。
ファームウェア更新後は自動的に本製品が再起動されます。本製品へのアクセスは切断されます。
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カメラに接続する
パソコンから本製品に接続して、画像を見ることができます。本製品の画像を見るには、本ソフトウェ
アの「NCView A」だけでなく、Webブラウザーからでも見ることができます。接続時には次のことが
らに注意してください。

・カメラに接続して画像を見るパソコンは、『お使いの手引き Administrator編』で推奨されているパ
ソコンをご利用ください。
・WebブラウザーにはInternet Explorer 5.5以降をご利用されることおすすめします。その他のWeb
ブラウザーでは、正常な画像を見ることができない可能性があります。
・パソコンなどでウイルス駆除ソフト、ファイアーウォールソフトなどのセキュリティーソフトが稼働
していると、本製品の画像表示ができなくなることがあります。セキュリティーソフトの設定変更ま
たは停止、稼働の方法は、セキュリティーソフトの取扱説明書を参照してください。

・Webブラウザーから画像（動画）を見るには、Java Plug-in 1.3.1_0（Java 2 Runtime
Enviroment, Standard Edition(JRE)）以上が必要です。

パソコンから本製品の画像を見るには、パソコンと本製品を直結、LAN内から接続、無線LANで接続、
xDSLモデムなどと直結、ルーターを経由してインターネット側から接続など、さまざまな方法で画像
を見ることができます。ここではLAN内からの接続とインターネット経由での接続の場合について説明
します。

●LAN内から接続する

1 「ネットワークの設定をする<システム設定>」（P.41）で、LAN内から接続するための設定を完了
しておきます。

2 本製品に接続するパソコンから、Internet ExplorerなどのWebブラウザーを起動します。

3 Webブラウザーのアドレス入力欄に本製品の IPアドレスとポート番号を次のように入力し、キー
ボードの【Enter】を押します。
例：IPアドレスを「12.34.56.78」、ポート番号を「81」に設定した場合
→http://12.34.56.78:81

ポート番号を「80」（工場出荷時）に設定している場合は、ポート番号を入力する必要はあ
りません。

本製品のIPアドレスとポート番号を入力
します。
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4 P.55の「カメラに接続できるユーザーを制限する」でユーザーの登録を行っている場合は、ユーザー
名とパスワードを入力する画面が表示されますので、 所有者またはユーザー用のログイン名とパス
ワードを入力し、［OK］をクリックします。

次の画面はWindows XPのものですが、他のOSでも手順は同じです。

・工場出荷時の状態では、ログイン名とパスワードは設定されていませんので、この画面は
表示されません。「Welcome to the Network Camera」画面が表示されます。

・所有者のログイン名、パスワードは忘れないようにしてください。

5 「Welcome to the Network Camera」画面が表示されます。

●インターネット経由で接続する

1 「ネットワークの設定をする<システム設定>」（P.41）で、ルーター経由でインターネットから接続
するための設定を完了しておきます。

2 本製品に接続するパソコンから、Internet ExplorerなどのWebブラウザーを起動します。

3 Webブラウザーのアドレス入力欄に、本製品のIPアドレスまたはURLとポート番号を次のように
入力し、キーボードの【Enter】を押します。

・ルーターのWAN側に固定のグローバル IPアドレスを利用する場合
例：グローバル IPアドレスを「123.456.789.111」、ポート番号を「81」に設定した場合

→http://123.456.789.111:81

・DDNSサービスから取得したURLを利用する場合
例：URLを「networkcamera.server.cc」、ポート番号を「81」に設定した場合

→http://networkcamera.server.cc:81

ポート番号を「80」（工場出荷時）に設定している場合は、ポート番号を入力する必要はあ
りません。

所有者またはユーザー用のログイン名を入
力します。
所有者またはユーザー用のパスワードを入
力します。

本製品に設定した固定のグローバル IPアド
レスとポート番号を入力します。

DDNSサービスから取得したURLとポート
番号を入力します。
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4 P.55の「カメラに接続できるユーザーを制限する」でユーザーの登録を行っている場合は、ユーザー
名とパスワードを入力する画面が表示されますので、 所有者またはユーザー用のログイン名とパス
ワードを入力し、［OK］をクリックします。

次の画面はWindows XPのものですが、他のOSでも手順は同じです。

・工場出荷時の状態では、ログイン名とパスワードは設定されていませんので、この画面は
表示されません。「Welcome to the Network Camera」画面が表示されます。

・所有者のログイン名、パスワードは忘れないようにしてください。

5 「Welcome to the Network Camera」画面が表示されます。

所有者またはユーザー用のログイン名を入
力します。
所有者またはユーザー用のパスワードを入
力します。
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画像を見る
パソコンから本製品に接続して画像を見ることができます。本製品の画像を見るには、添付の「NCView
A」だけでなく、Web ブラウザーを使って見ることもできます。また、本製品の画像を直接見ることが
できない場合には、電子メールに画像を添付して送信したり、FTP サーバーに画像を登録して見ること
もできます。FTPでのファイルの登録先を、公開用のホームページを置いてある場所にして画像を表示
する設定にしておけば、本製品の画像を公開用のホームページから見ることもできます。なお、接続時
の注意として、「カメラに接続する」（P.31）をご覧ください。

●本製品の画像を見る

1 Webブラウザーを利用して本製品に接続すると、「Welcome to the Network Camera」画面が
表示されます。［Video］をクリックします。

［Video］をクリック
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本製品の画像が表示されます。

・撮影頻度が高くなると、登録先のFTPサーバーや電子メールサーバーが一杯になっ
てしまい、電子メールの送信やFTPサーバーへのアップロードができなくなってし
まいますので、ご注意ください。

・1台のカメラに一度に多数の人数がアクセスすると画像がうまく表示できなくなる場
合があります。

撮影頻度について→「画像をFTPにアップロードする（FTPサーバーの設定）<アップロー
ド>」（P.59）、「画像をメールで送信できるようにする（SMTPサーバーの設定）<E-mail
設定>」（P.57）

FTPに画像を登録、または電子メールに画
像を添付して送る場合は、［ON］をクリック
します。（右側の[OFF]の表示が[ON]に変わ
ります）

項　目

FTPアップロード
　　　　ON
　　　　OFF

E-mail送信
　　　　ON
　　　　OFF

説　明

「アップロード」画面で「FTPサーバーに自動でアップロードする」または「FTP
サーバーに手動でアップロードする」を選択した場合に有効になります
（P.60）。［ON］をクリックすると、画像（静止画）を指定したFTPサーバーに
アップロードします。実行中は右側の表示が「OFF」から「ON」に変わり、「ON」
になっている間アップロードを続けます。

「E-mail設定」画面で「画像を手動で送信する」を選択した場合に有効になりま
す。［ON］をクリックすると、画像（静止画）を撮影して電子メールに添付し、
指定した送信先に送信します。実行中は右側の表示が「OFF」から「ON」に変
わり、「E-mail設定」で設定した間隔でE-mailを送信し続けます。
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設定画面を開く
本製品の設定はWebブラウザーでも行えます。

●本製品の設定を行うときの注意

・WebブラウザーにはInternet Explorer 5.5以降をご利用ください。これ以外のWebブラウザーで
は、正常に設定が行えません。

・本製品の設定を行う際には、パソコンと本製品を直結、LAN内から有線接続など、できる限り単純な
ネットワーク構成で設定を行うことをおすすめします。

・パソコンと本製品を直接接続して設定を行う場合は、クロスケーブルが必要です。また、パソコンの
IPアドレスは固定にしておいてください。

・設定用のパソコンでウイルス駆除ソフト、ファイアーウォールソフトなどのセキュリティーソフトが
稼働していると、本製品の設定に失敗することがあります。一時的にセキュリティーソフトを停止さ
せて本製品の設定を行い、設定作業が終了してから再度稼働させてください。セキュリティーソフト
の停止、稼働の方法は、セキュリティーソフトの取扱説明書を参照してください。

1 本製品に接続されたパソコンで、Internet Explorerを起動します。

2 Webブラウザーのアドレス入力欄に「http://192.168.1.245（:ポート番号）」と入力し、キーボー
ドの【Enter】を押します。

ポート番号を「80」（工場出荷時）に設定している場合は、ポート番号を入力する必要はあ
りません。なお、IPアドレスを変更している場合は、変更したIPアドレスを入力してくだ
さい。

3 ユーザー名とパスワードを入力する画面が表示されたら、 所有者またはユーザー用のログイン名とパ
スワードを入力し、［OK］をクリックします。

次の画面はWindows XPのものですが、他のOSでも手順は同じです。

工場出荷時の状態では、ログイン名とパスワードは設定されていませんので、この画面は表
示されません。また、P.31の「カメラに接続する」で設定したログイン名とパスワードで
ログインした場合もこの画面は表示されません。

「Welcome to the Network Camera」画面が表示されます。

IPアドレスを入力します。

所有者用ログイン名を入力します。
所有者用パスワードを入力します。
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4 ［Set up］をクリックします。

「Top/Information」画面が表示されます。

ユーザー用のログイン名、パスワードでは本製品の設定を変更できません。所有者のユーザー名、
パスワードを入力する画面が表示されますので、画面にしたがって入力してください。

5 設定したい項目をクリックします。

各項目の設定画面が表示されます。

設定が完了したら、設定内容を保存した後、再起動が必要になる項目もあります。

再起動について→「カメラを再起動する＜ツール＞」（P.62）

［Set up］をクリックします。

撮影した画像が表示されます。

「Welcome to the Network Camera」画
面に戻ります。

設定したい項目をクリックします。
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設定項目について
本製品の設定画面の全体構成について説明します。

「システム設定」「E-mail設定」で保存をクリックした場合、本製品は自動的に再起動されます。再
起動終了後に設定が反映されます。再起動中は本製品への接続が一時的に中断されるのでご注意く
ださい。

Welcome to the Network Camera ……… 初期画面です。 

 Video ……………………………………… 撮影されている画像が表示されます（P.34）。 

 Set up …………………………………… 本製品の設定を行います。 

 Top/Information ………………… 設定の概要やユーザー登録、Q&A、製品情報に 

   ついて紹介しています。 

 システム設定※ ……………………… ネットワークへの接続設定、無線設定、DDNS 

   などの設定を行います（P.39～52）。 

 ビデオ設定※ ………………………… 表示される画像の解像度や明るさ、色彩などの 

   設定を行います（P.53）。 

 ユーザー管理 ……………………… ユーザーの追加/削除を行います（P.55）。 

 E-mail設定 ………………………… 電子メールへの転送を設定します（P.57）。 

 アップロード ……………………… FTPへのアップロードを設定します（P.59）。 

 ステータス ………………………… 本製品のネットワーク情報を表示します（P.61）。 

 ツール  ……………………………… 本製品を工場出荷時の状態に戻したり、再起動 

   を行います（P.62～64）。 

 ※NC Setupで設定される内容と同じです。 
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カメラの名前を設定する<システム設定>
本製品に名前や設置場所を設定します。設定しておくと、複数台利用時にどの場所でどのカメラを使用
しているかを判別するのに便利です。

1 「設定画面を開く」（P.36）の手順で本製品の設定画面を表示します。

2 「システム設定」画面で次のように設定します。

3 入力が終了したら［保存］をクリックします。

4 本製品が自動的に再起動します。

カメラの名前を入力します。

カメラの設置場所などを入力します。

項　目 入力例 説　明

デバイス名 Living-camera この項目には、カメラに任意の名前を入力します。
特に製品名を入力する必要はありません。工場出荷
時は、「NCxxxxxx」とxの部分にMACアドレスの
下6桁が入力された状態になっています。名称の最
大入力文字数は半角英数字で32文字までです。

説明 水槽の中の熱帯魚 この項目には、カメラを利用している場所・地域な
どを入力してください。工場出荷時は何も入力され
ていません。最大入力文字数は半角英数字で64文
字までです。全角文字での入力も可能です。
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セキュリティーの設定をする<システム設定>
所有者以外のユーザーが、本製品の設定内容を変更できないようにするため、本製品の所有者のログイ
ン名、パスワードの設定をします。ログイン名とパスワードを設定すると、設定画面を開く際にログイ
ン名とパスワードの入力が必要になります。

・第三者からの不正アクセスやハッキングを防止するためにも、所有者のログイン名、パスワード
はご購入後または工場出荷時の設定に戻した後は、できるだけ早めに設定し、その後は定期的に
変更することをお勧めします。

・設定したログイン名、パスワードは忘れないようにしてください。ログイン名、パスワードを忘
れると、本製品の設定を変更できなくなります。忘れた場合は、本製品の設定を工場出荷時の状
態に戻してください。工場出荷時の状態に戻すとログイン名、パスワードは設定されない状態に
なります。ただし、今まで設定していた情報がすべて消えてしまい、購入したときの設定に戻り
ますので、重要な設定をしている場合は、その設定内容を事前に書き残すなど、後ですぐに設定
し直せるように準備しておいてください。

1 「設定画面を開く」（P.36）の手順で本製品の設定画面を表示します。

2 「システム設定」画面で次のように設定します。

3 入力が終了したら［保存］をクリックします。

4 本製品が自動的に再起動します。

「ログイン名」に所有者のログイン名を入
力します。

「新しいパスワード」に所有者のパスワー
ドを入力します。

項　目 入力例 説　明

ログイン名 corega 所有者のログイン名を入力します。入力できる文字
数は4～12文字、種類は半角英数字のみで［スペー
ス］、"、'、#、&、%、=、+、?、<、>、: は使えませ
ん。なお、工場出荷時は、ログイン名は設定されて
いません。

新しいパスワード password パスワードを入力します。パスワードは画面上では
「*」や「●」で表示されます。入力ミスのないよう
に注意してください。入力できる文字数は4～8文
字、種類は半角英数字のみで［スペース］、"、'、#、
&、%、=、+、?、<、>、: は使えません。なお、工場
出荷時は、パスワードは設定されていません。

パスワードの確認 password パスワードは確認のため、最初の「新しいパスワー
ド」と「パスワードの確認」に、必ず同じパスワー
ドを入力してください。パスワードは画面上では
「*」や「●」で表示されます。入力ミスのないよう
に注意してください。

確認のため、「新しいパスワード」に入力
したパスワードを「パスワードの確認」に
再度入力します。
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ネットワークの設定をする<システム設定>
本製品を接続するネットワークの環境によって設定が異なります。プロバイダーまたはネットワーク管
理者から指定された情報（IPアドレス、サブネットマスク、ポート番号、デフォルトゲートウェイ、DNS
（Domain Name System）サーバーなど）を設定前に用意してください。

●パソコンに本製品を直接接続する……Aタイプ

→本製品はお買い上げ時の設定のままご使用ください。パソコンに直接接続する場合は設定する必要は
ありません。

パソコンと本製品を直接接続する場合は、別売のクロスケーブルが必要です。

●パソコンに無線で直接接続する（CG-WLNC11MNのみ）
……A－1タイプ

→パソコンと本製品を無線で直接接続するための情報を設定してください。なお、無線でパソコンに直
接接続する前に、パソコンと有線接続して、無線接続のための設定を完了しておいてください。
・本製品とパソコンを無線で接続する場合→「無線の設定をする（CG-WLNC11MNのみ）＜システ
ム設定＞」（P.46）

●ハブを使って社内LANなどに接続する ……Bタイプ

→ネットワーク管理者から指定された情報を設定してください。
・本製品に固定 IPアドレスを設定する場合→「固定 IPアドレスを設定する場合」（P.43）
・DHCPサーバーを利用している場合→「IPアドレスを自動で割り当てられる場合」（P.44）

●モデムに直接接続してインターネットに接続する ……Cタイプ

→プロバイダーから指定された情報を設定してください。なお、xDSLモデムなどに直接接続する前に
パソコンと接続してインターネット接続のための設定を完了しておいてください。
・本製品用にプロバイダーから固定IPアドレスを取得した場合→「固定IPアドレスを設定する場合」（P.43）
・Yahoo! BBのようにDHCPで利用する場合→「IPアドレスを自動で割り当てられる場合」（P.44）
・フレッツ・ADSLやBフレッツのようにPPPoEで接続する場合→「PPPoEで設定する場合」（P.45）
・DDNSの機能を使う場合→「URLを指定して画像を見る（DDNSの設定）＜システム設定＞」
（P.48）

●ルーターを使ってインターネットに接続する ……Dタイプ

→プロバイダーやネットワーク管理者から指定された情報を元に、ご使用のルーターの取扱説明書をご
覧になりながら設定してください。
・本製品用に固定のグローバル IP アドレスを取得している場合→「固定 IP アドレスを設定する場合」
（P.43）、ルーターの設定
・Yahoo! BBやフレッツ・ADSLなどをルーター経由で使う場合→「固定IPアドレスを設定する場
合」（P.43）、ルーターの設定

→ルーター側には次のような設定が必要です。
・バーチャルサーバー機能またはDMZ機能の設定

●アクセスポイントや無線ルーターを使ってインターネットに接続する（CG-WLNC11MN
のみ）……D－1タイプ

→上記のCタイプ、Dタイプに加えて無線でアクセスポイントや無線ルーターに接続するための情報を
設定してください。
・アクセスポイントや無線ルーターに無線で接続する場合→「無線の設定をする（CG-WLNC11MN
のみ）＜システム設定＞」（P.46）
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タイプ別に「システム設定」画面で設定が必要な項目は、次のとおりです。

※1 グローバルIPアドレスが固定の場合は、「固定IPアドレス」をチェックして、グローバルIPアド
レスとサブネットマスクを入力してください。DHCPやPPPoEの場合は「IPアドレス自動取得」
を選択して、その他必要な項目を設定してください。

※2 DHCPでゲートウェイとDNSサーバーのアドレスが自動取得の場合は、「DNSサーバーアドレ
ス」の「自動取得」を選択してください。DNSサーバーのアドレスが固定の場合は、必要な項目
を設定してください。

※3 本製品のグローバルIPアドレスが固定の場合、DDNS機能の設定は必要ありません。インターネッ
ト側から本製品にアクセスする際には、Webブラウザーのアドレス欄にグローバルIPアドレスを
入力してください。DHCPやPPPoEの場合はDDNSサービスをご契約後、本製品のDDNS機
能の設定をしてください。

※4 本製品を複数台接続している場合は、1台につき固有のセカンドポート番号を設定する必要があり
ます。また、インターネット側から複数の本製品に接続する場合、個別のポート番号に対し、ルー
ターのバーチャルサーバー機能もしくはDMZ機能の設定が必要です。ルーターのポート番号の設
定については、ルーターの取扱説明書をご覧ください。

※5 ルーターのDHCP 機能を利用する場合は、他のDHCPクライアントとIPアドレスが重複しない
ように、ルーター側で本製品のIP アドレスを除いた範囲を設定してください。ルーターのDHCP
機能を利用しない場合は、本製品にIP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイの設定が必要
です。ゲートウェイは、ルーターのLAN側のIP アドレスを設定してください。なお、外部にカメ
ラを公開する場合は、ルータ－にバーチャルサーバー機能もしくはDMZ機能の設定をしてくださ
い。設定方法については、ルーターの取扱説明書をご覧ください。また、本製品のDDNS機能の
設定も必要です。

※6 インターネット側から本製品に接続する場合、次の設定が必要です。
・すべてに共通する設定

ルーターのバーチャルサーバー機能もしくはDMZ機能の設定が必要です。
・WAN側 IPアドレスが固定のグローバル IPアドレスの場合

DDNS機能の設定は必要ありません。インターネット側から本製品にアクセスする際には、
Webブラウザーのアドレス欄にWAN側 IPアドレスを入力してください。

・WAN側 IPアドレスがDHCPもしくはPPPoEで取得されている場合
DDNSサービスをご契約後、本製品のDDNS機能の設定が必要です。

※7 LAN内で固定IPアドレスを利用している場合は、設定が必要です。DHCPサーバーを利用してい
る場合は、設定内容を事前にネットワーク管理者にご相談ください。

・ルータ－を利用してカメラを外部（インターネット）に公開するときは、ルータ－のバーチャル
サーバー機能もしくはDMZ機能の設定が必要です。

・本製品をダイナミックDNSを利用して、ルーター経由で外部に公開する場合、必ず本製品の
DDNS機能を使用してください。ルーターにDDNS機能が搭載されている場合、本製品のDDNS
機能と重複しますので、ルーター側は設定しないように注意してください。

・ルーターでインターネット（WAN側）からのアクセス制御（IPフィルターなど）が設定されて
いるときは、インターネットからアクセスできるように設定してください。設定についてはルー
ターの取扱説明書をご覧ください。

IPアドレス、サブネットマスク ゲートウェイ DNSサーバー DDNSサーバー セカンドポート番号

Aタイプ × × × × ×

Bタイプ △※7 △※7 △※7 × △※4

Cタイプ △※1 △※2 △※2 △※3 ×

Dタイプ △※5 ○※5 ○ △※6 △※4

○…設定する必要あり　△…設定が必要な場合あり　×…設定不要（初期設定のままで問題なし）

設定項目
タイプ

ルーターによっては、バーチャルサーバー機能のことを「ポートフォワーディング」、「アドレス変
換」、「静的 IPマスカレード」、「仮想サーバー」もしくは「ポートマッピング」と呼んでいること
もあります。
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■固定 IPアドレスを設定する場合

固定IPアドレスを利用したネットワーク環境に接続するときに必要な情報を設定します。設定内容につ
いては、プロバイダーやネットワーク管理者にご確認ください。

P.41のタイプのうち、次のタイプに該当する場合にこのページをご覧ください。
・Bタイプで、本製品に固定 IPアドレスを設定する場合
・Cタイプで、本製品用にプロバイダーから固定 IPアドレスを取得した場合
・Dタイプで、本製品用に固定のグローバル IPアドレスを取得した場合
・Dタイプで、Yahoo! BBやフレッツ・ADSLなどをルーター経由で使う場合

1 「設定画面を開く」（P.36）の手順で本製品の設定画面を表示します。

2 「システム設定」画面で次のように設定します。

・ルーターを利用するときは、本製品に固定 IPアドレスが割り当てられるよう、ルー
ターの設定も必要です。設定についてはルーターの取扱説明書をご覧ください。

・ネットワーク内で IPアドレスが重複しないようにしてください。

3 入力が終了したら［保存］をクリックします。

4 本製品が自動的に再起動します。

「固定 IPアドレス」をクリックします。

次の表を参考に、指定された情報を入力
します。

項　目 入力例 説　明

IPアドレス 12.34.56.78 本製品に設定したいIPアドレスを入力します。工場出
荷時には「192.168.1.245」が設定されています。

サブネットマスク 255.255.255.255 指定されたサブネットマスクのアドレスを入力しま
す。工場出荷時には「255.255.255.0」が設定さ
れています。

ゲートウェイ 12.34.56.1 指定されたゲートウェイのアドレスを入力します。
ルーターを使用してインターネット環境に接続する
場合は、プロバイダーが指定するゲートウェイでは
なく、ご使用のルーターのIPアドレス（LAN側）を
設定してください。

優先DNSサーバー 12.34.56.98 指定された優先DNSサーバーのアドレスを入力し
ます。

代替DNSサーバー 12.34.56.99 指定された代替DNSサーバーのアドレスを入力し
ます。
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■ IPアドレスを自動で割り当てられる場合

DHCP（Dynamic Host Configuration Protocol）サーバー機能（DHCPサーバーがIPアドレスを
自動的に割り振る機能）を利用したネットワーク環境に接続するときに必要な情報を設定します。設定
内容については、プロバイダーやネットワーク管理者にご確認ください。

P.41のタイプのうち、次のタイプに該当する場合にこのページをご覧ください。
・Bタイプで、DHCPサーバーを利用している場合
・Cタイプで、Yahoo! BBのようにDHCPで接続する場合

1 「設定画面を開く」（P.36）の手順で本製品の設定画面を表示します。

2 「システム設定」画面で次のように設定します。

3 入力が終了したら［保存］をクリックします。

4 本製品が自動的に再起動します。

「IP アドレス自動取得」をクリックしま
す。

「DHCP」をクリックします。

DNSサーバーのアドレスを自動取得する
場合は、「自動取得」を選択します。DNS
サーバーのアドレスを指定されている場
合は、「固定IPアドレスを設定する場合」
（P.43）を参考に、指定された情報を入力
します。
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■PPPoEで設定する場合

PPPoE（Point to Point Protocol over Ethernet）を利用したネットワーク環境に接続するときに
必要な情報を設定します。設定内容については、プロバイダーやネットワーク管理者にご確認ください。

P.42のタイプのうち、次のタイプに該当する場合にこのページをご覧ください。
・Cタイプで、フレッツ・ADSLやBフレッツのようにPPPoEで接続する場合

1 「設定画面を開く」（P.36）の手順で本製品の設定画面を表示します。

2 「システム設定」画面で次のように設定します。

3 入力が終了したら［保存］をクリックします。

4 本製品が自動的に再起動します。

「IP アドレス自動取得」をクリックしま
す。

「PPPoE」をクリックします。

次の表と「固定 IPアドレスを設定する場
合」（P.43）を参考に、指定された情報を
入力します。

項　目 入力例 説　明

ユーザー名 myname@isp.ne.jp 指定されたユーザー名（プロバイダーによって呼び
方が異なる場合があります）を入力します。入力で
きる文字数は64文字まで、種類は半角英数字のみ
で［スペース］、"、'、#、&、%、=、+、?、<、>、:
は使えません。

パスワード password02 指定されたパスワード（プロバイダーによって呼び
方が異なる場合があります）を入力します。パス
ワードは画面上では「●」で表示されます。入力ミ
スのないように注意してください。入力できる文字
数は32文字まで、種類は半角英数字のみで［スペー
ス］、"、'、#、&、%、=、+、?、<、>、: は使えませ
ん。
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無線の設定をする（CG-WLNC11MNのみ）<システム設定>
本製品は、IEEE802.11bの無線規格に対応しています。本製品を無線LANで運用するときは、無線の
設定を行ってください。

通信相手の機器がIEEE802.11b規格に対応し、通信できる状態であることを確認しておいてくだ
さい。

1 「設定画面を開く」（P.36）の手順で本製品の設定画面を表示します。

2 「システム設定」画面で次のように設定します。

次の表を参考に設定します。

項　目 説　明

通信モード 無線LANアクセスポイントを使用して本製品とパソコン間で無線LANのネットワーク
を構成しているときは「Infrastructure」（インフラストラクチャーモード）、本製品と
パソコン間を直接通信する無線 L A N のネットワークを構成しているときは
「802.11AdHoc」（アドホックモード）を選択します。

ESSID 無線LANに接続する機器を識別する名前です。SSIDと呼ばれることもあります。同じ
無線LANに接続する機器には、同じESSIDを設定してください。ESSID には、32 文
字以内の、半角英数文字および半角記号を使用できます（大文字と小文字の区別はあり
ません）。
使用できる半角記号は、次の通りです。
　　! " # $ % & ' ( ) * + , - . / : ; < = > ? @ [ ¥ ] ^ _ { ¦ } .
工場出荷時は「corega」になっています。

チャンネル 使用する電波の周波数（無線チャンネル）で、1～11 の間で設定できます。
アドホックモードで使用する場合は、使用する電波の周波数を設定します。無線LANに
接続するすべての機器に、同じチャンネルを設定する必要があります。工場出荷時は
「6」に設定されています。
インフラストラクチャーモードで使用する場合はチャンネルを自動的に認識するので設
定する必要はありません。

暗号化 通信内容を暗号化するWEP機能を利用するかどうかを選択します。無線LANに接続す
るすべての機器で同じWEPを設定する必要があります。
「OFF」を選択すると、通信内容は暗号化されません。
「64bits」を選択すると、64bit WEPが利用できます。
「128bits」を選択すると、128bit WEPが利用できます。
工場出荷時は、暗号化はされていません。
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項　目 説　明

WEPキー 通信内容を暗号化するためのWEPキー（暗号キー）を設定します。
Key1～Key4のそれぞれについて次のようにWEPキーを入力してください。

無線LANに接続するすべての機器で同じWEPキーを設定する必要があります。入力す
る文字数に過不足がないように注意してください。文字数が少ないと、WEPキーが正
しく生成されず、正常に接続できなくなる可能性があります。

デフォルトキー Key1～Key4のうち、使用するキーを選択します。

認証方式 暗号化で使用する認証方式を選択します。
認証方式には「Open System」と「Shared Key」の2種類があります。通信相手の
機器と同じものを選択してください。

通常は、工場出荷時の「Both」（自動設定）を選択してください。

WEPキー

16進数（0～9、a～ f）で10桁の数字を入力
例：0123456789

16進数（0～9、a～ f）で26桁の数字を入力
例：01234567890123456789abcdef

暗号化

64bits

128bits

3 入力が終了したら［保存］をクリックします。

4 本製品が自動的に再起動します。

・パソコン（特に無線LAN機能内蔵のノートパソコン）によっては、特定のチャンネルに対応して
いないものがあります。お使いのパソコンの仕様を確認して、別のチャンネルに変更してくださ
い。

お使いの無線LAN機器によっては、64bit WEPは40ビット、128bit WEPは104ビットと
表記される場合があります。
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URLを指定して画像を見る（DDNSの設定）<システム設定>
インターネット上からURLを指定して本製品に接続できるように、DDNS（ダイナミックDNS）の設
定をします。接続環境によって次の設定が必要です。なお、ルーター経由でインターネットに接続して
いる場合は、バーチャルサーバーに対応したルーターが必要です。
・インターネットに接続する（xDSLモデムなどに直接接続する） ……Cタイプ
→本製品にDDNSの設定が必要です。

・インターネットに接続する（ルーターを使用する） ……Dタイプ、D-1タイプ
→ルーターにバーチャルサーバーの設定が必要です。本製品にはDDNSの設定が必要です。

1 DDNSサイトでサービスに登録手続きをします。
ここでは、例として「http://dp-21.net」（Ivy Network）に登録しています。
登録が完了すると、ユーザー登録確認メールが送られてきます。

2 「設定画面を開く」（P.36）の手順で本製品の設定画面を表示します。

3 「システム設定」画面で次のように設定します。

※画面は一例です

・DDNSサイトへの登録は、お客様の自己責任で行ってください。登録に関して弊社で
は一切責任を負いませんので、ご了承ください。

・ネットワークの環境によっては、DDNSを利用できない場合があります。

・本製品で利用できるDDNSサイトは「Dy DNS」（無料）と「Ivy Network」（有料）
の２つのみです。

項　目 入力例 説　明

DDNSサービス － 登録したDDNSサイトを選択します。

ドメイン名 core-net DDNS サイトで登録した希望のドメイン名を設定します。入力できる
文字数は64文字まで、種類は半角英数字のみで［スペース］、"、'、#、
&、%、=、+、?、<、>、: は使えません。

ユーザー名 corega DDNSサイトで登録したユーザー名を設定します。入力できる文字数
は64文字まで、種類は半角英数字のみで［スペース］、"、'、#、&、%、
=、+、?、<、>、: は使えません。

パスワード passwordxx DDNS サイトで登録したパスワードを設定します。パスワードは画面上
では「●」で表示されます。入力ミスのないように注意してください。入
力できる文字数は32文字まで、種類は半角英数字のみで［スペース］、"、
'、#、&、%、=、+、?、<、>、: は使えません。

「有効」にチェックを付けます。

次の表とユーザー登録確認メールを参考
に、DDNSを利用するための設定を行い
ます。指定された情報を入力します。
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4 入力が終了したら［保存］をクリックします。

5 本製品が自動的に再起動します。

ルーター経由の場合は、ルーターにてバーチャルサーバーの設定を行います。ルーターの設定について
は、ルーターの取扱説明書をご覧ください。

本製品を複数台接続している場合も、1つのURLで本製品にアクセスできます。ただし、各カメ
ラにポート番号の設定を行い、URLとポート番号を入力して本製品にアクセスしてください。詳
しくは、「ポートの設定をする<システム設定>」（P.51）をご覧ください。
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LEDの設定をする<システム設定>
Power LEDとLink/Act LEDの設定を行います。LEDの状態で本製品の状態を把握することができま
す。基本的に本製品が動作している間はLEDが点灯しています。

1 「設定画面を開く」（P.36）の手順で本製品の設定画面を表示します。

2 「システム設定」画面で次のように設定します。

なお、LEDの表示と状態については、次のとおりです。

・「通常」の場合

・「消灯」の場合

・「ダミー」の場合

3 ［保存］をクリックします。

・「通常」から「消灯」に切り替えたときと「消灯」に設定された状態で再起動したときは、LEDが
消えるまでにそれぞれ1分ほどかかります。

・再起動もしくは電源投入時には、本体内部の動作チェック（セルフテスト）のために強制的にLink/
Act LEDが数秒間、点滅テスト表示を行います。

本製品のLEDを使用する場合は「通常」、
使用しない場合は「消灯」、ダミーモード
にする場合は「ダミー」をクリックしてく
ださい。

種類 色 状　態

Power LED 緑色に点灯 電源が入っているとき

緑色に点滅 ファームウェアのアップグレード中、再起動時のセルフテスト
中、異常発生時のいずれか

消灯 電源が入っていないとき

Link/Act LED オレンジ色に点灯 待機中（LANケーブル接続時）

オレンジ色に点滅 データ通信中（データの転送時）

消灯 電源が入っていないとき、LANケーブルが接続されていないとき

種類 色 状　態

Power LED 消灯 常時

Link/Act LED 消灯 常時

種類 色 状　態

Power LED 緑色に点灯 電源が入っているとき

消灯 電源が入っていないとき

Link/Act LED オレンジ色にランダムに点滅 常時

消灯 電源が入っていないとき、LANケーブルが接続されていないとき
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ポートの設定をする<システム設定>
インターネット接続のときにルーターを使用して、同じネットワーク内に2台以上の本製品を使用して
いる場合、それぞれの本製品にIPアドレスが割り振られているため、常に開かれているポート番号（80）
とは別に、独自のポート番号を設定する必要があります。

1 「設定画面を開く」（P.36）の手順で本製品の設定画面を表示します。

2 「システム設定」画面で次のように設定します。

・ネットワーク環境によっては、工場出荷時の「80」のポート番号を使用できないこ
とがあります。その際は、グローバルIPアドレスでアクセスできる別のポート番号を
プロバイダーまたはネットワーク管理者から入手してください。なお、その際には
ルーターのバーチャルサーバー機能を設定する必要もあります。

・同じネットワークに接続されている他のネットワーク機器で使用しているポート番号
は使用しないでください。

・本製品自身が使用しているものを除いて、すでに使用されていて設定できない可能性
の高いポート番号は次のとおりです。

20、21、23、25、42、67、68、69、105、110、123、161、162、546、
547、5002

3 入力が終了したら［保存］をクリックします。

4 本製品が自動的に再起動します。

●IPアドレスとポート番号の設定例

本製品を3台接続している場合の IPアドレスとポート番号の設定は、次のようになります。

セカンドポート番号を設定する場合は「有
効」をクリックします。

「セカンドポート番号」にセカンドポート
番号を設定します。
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＜固定 IPアドレスの場合の例＞
ルーターを経由した固定グローバルIPアドレスのネットワーク環境でインターネット側から本製品に
アクセスするときは、「http://ルーターのグローバルIPアドレス:ポート番号/」をWebブラウザー
のアドレス入力欄に入力します。

＜DDNSを利用した場合の例＞
ルーターを経由したグローバルIPアドレスが固定されないネットワーク環境でインターネット側か
ら本製品にアクセスするときは、「http://DDNSで登録したURL:ポート番号/」をWebブラウザー
のアドレス入力欄に入力します。（例：netcamera.server.ccを登録した場合）

項　目 IPアドレス ポート パソコンからアクセスするとき

ルーター（WAN側） 12.34.56.78

ルーター（LAN側） 192.168.1.1

パソコン（LAN内） 192.168.1.10

1台目の本製品 192.168.1.201 81 ・インターネット側から
　http://12.34.56.78:81/　【Enter】
・LAN内から
　http://192.168.1.201:81/ 【Enter】

2台目の本製品 192.168.1.202 82 ・インターネット側から
　http://12.34.56.78:82/ 【Enter】
・LAN内から
　http://192.168.1.202:82/ 【Enter】

3台目の本製品 192.168.1.203 83 ・インターネット側から
　http://12.34.56.78:83/ 【Enter】
・LAN内から
　http://192.168.1.203:83/ 【Enter】

項　目 IPアドレス ポート パソコンからアクセスするとき

ルーター（WAN側） ランダム

ルーター（LAN側） 192.168.1.1

パソコン（LAN内） 192.168.1.10

1台目の本製品 192.168.1.201 81 ・インターネット側から
　http://netcamera.server.cc:81/ 【Enter】
・LAN内から
　http://192.168.1.201:81/ 【Enter】

2台目の本製品 192.168.1.202 82 ・インターネット側から
　http://netcamera.server.cc:82/ 【Enter】
・LAN内から
　http://192.168.1.202:82/ 【Enter】

3台目の本製品 192.168.1.203 83 ・インターネット側から
　http://netcamera.server.cc:83/ 【Enter】
・LAN内から
　http://192.168.1.203:83/ 【Enter】
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表示される画像の設定をする<ビデオ設定>
画像の設定を行います。

1 「設定画面を開く」（P.36）の手順で本製品の設定画面を表示します。

2 「ビデオ設定」画面で次のように設定します。

実際に送信および表示される画像は、パソコンの性能やWebブラウザーの違い、また
はネットワーク環境などに左右されます。ネットワークに比較的大きな負荷がかかって
いるような環境では、他のユーザーとの間に通信障害が予想されますので、小さな値に
設定するようにして調整してください。

次の表を参考に、設定します。

項　目 説　明

解像度 画像のサイズ（解像度（単位はドット数で、横×縦です））を設定します。320×240、
または640×480に設定されます。工場出荷時は、320×240に設定されています。

圧縮率 画像データの圧縮率を5段階に設定できます。「非常に低い」を選ぶと画像の品質は上
がりますが、ネットワークへの負荷が増えます。工場出荷時は「中」に設定されていま
す。

フレーム転送速度 本製品から送信される画像の毎秒あたりの送信フレーム数（何回画面を書き換えること
ができるか）の上限を設定します。数値が大きくなるほど画像が滑らかになり、ネット
ワークへの負荷が増えます。工場出荷時は「Auto」に設定されています。

明るさ 画像の明るさを設定します。数値を大きくすると明るさが増します。工場出荷時は「64」
に設定されています。設定範囲は、1（最少）～128（最大）です。

コントラスト 画像のコントラストの調整をします。数値を大きくすると最も明るい部分と暗い部分の
差が大きくなります。工場出荷時は「64」に設定されています。設定範囲は、1（最少）
～128（最大）です。

色彩 画像の色具合を設定します。数値を大きくすると青色が強くなり、小さくすると赤色が
強くなります。工場出荷時は「64」に設定されています。設定範囲は、1（最少）～128
（最大）です。

電源周波数 本製品を利用する地域の電源周波数（50Hz（東日本）、60Hz（西日本））を設定しま
す。
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フレーム転送速度を上げると、動きは滑らかになりますが画質が荒くなります。フレーム転
送速度を下げると、画質はよくなりますが動きが遅くなります。

フレーム転送速度 （最低）　　（低）　　（中）　　（高）　　（最高）

画質 （最高）　　（高）　　（中）　　（低）　　（最低）

圧縮率 （最低）　　（低）　　（中）　　（高）　　（最高）

高（画質がよい） 

高（動きがなめらか） 

画
質 

フレーム転送速度 

3 ［保存］をクリックします。
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カメラに接続できるユーザーを制限する<ユーザー管理>
画像を見ることができる一般ユーザーを登録します。本製品の設定を変更できるのは所有者だけです。一
般ユーザーはカメラへのアクセス（画像の閲覧）、FTPへのアップロード、電子メールの送信以外の操作
をすることはできません。

■本製品に接続できるユーザーを登録する

ユーザーの登録に関する設定を行います。登録できる人数は最大8人です。

1 「設定画面を開く」（P.36）の手順で本製品の設定画面を表示します。

2 「ユーザー管理」画面で次のように設定します。

・第三者からの不正アクセスやハッキングを防止するためにも、ユーザー名、パスワー
ドは定期的に変更してください。

・ユーザー管理を有効にし、ユーザー追加を行わない場合は、所有者以外は本製品にア
クセスすることはできません。ただし、所有者のログイン名とパスワードも設定され
ていない場合は、ユーザー管理の有効/無効にかかわらずアクセス可能になります。

3 ［追加］をクリックすると、リストにユーザーが追加されます。

4 ［実行］をクリックします。

次の表を参考に、設定します。

項　目 入力例 説　明

ユーザー名 camera-user 登録するユーザー名を入力します。入力できる文字
数は4～12文字、種類は半角英数字のみで［スペー
ス］、"、'、#、&、%、=、+、?、<、>、: は使えませ
ん。なお、最初に起動したときには、ユーザー名は
設定されていません。

パスワード Password 追加するユーザーのパスワードを入力します。パス
ワードは画面上では「●」で表示されます。入力ミ
スのないように注意してください。入力できる文字
数は4～8文字、種類は半角英数字のみで［スペー
ス］、"、'、#、&、%、=、+、?、<、>、: は使えませ
ん。なお、最初に起動したときには、パスワードは
設定されていません。

制限 － 追加するユーザーにカメラへのアクセス（画像の閲
覧）のみを行えるようにするには「ビデオへのアク
セスのみ」、カメラへのアクセス（画像の閲覧）、FTP
へのアップロード、電子メールへの送信を行えなえ
るようにするには「ビデオへのアクセス/FTPアッ
プロード/E-mail送信可能」を設定します。

「有効にする」をクリックします。
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■本製品に接続できるユーザーを削除する

1 「設定画面を開く」（P.36）の手順で本製品の設定画面を表示します。

2 「ユーザー管理」画面で次のように設定します。

削除をクリックします。

削除するユーザー名を選択します。
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画像をメールで送信できるようにする（SMTPサーバーの設定）<E-mail設定>
撮影した画像を電子メールで送れるように設定します。ネットワークが混んでいたり、Webブラウザー
から画像を見られないような場合に、画像を電子メールで受け取れるようにします。なお、電子メール
に添付される画像は静止画です。

1 「設定画面を開く」（P.36）の手順で本製品の設定画面を表示します。

2 「E-mail設定」画面で次のように設定します。

次の表を参考に、設定します。

項　目 入力例 説　明

メールサーバーアドレス smtp.isp.ne.jp メールサーバー(SMTPサーバー)のアドレスを入力
します。 IPアドレスまたは、ドメイン名で入力して
ください。

送信元アドレス（FROM） fromname@isp.ne.jp 画像を添付した電子メールの送信元の電子メールア
ドレス（送り主）を設定します。

送信先アドレス（TO） toname@isp.ne.jp 画像を添付した電子メールの受信先の電子メールア
ドレス（送り先）を設定します。

ユーザー名 corega メールサーバーへアクセスするためのユーザー名を
入力します

パスワード passwordsmtp メールサーバーへアクセスするためのパスワードを
入力します

次の表を参考に、設定します。

項　目 入力例 説　明

画像を自動で送信する － 画像を自動でスケジュールに基づいて送信する場合
に設定します。

　　常時 － 画像を自動で常時送信する場合に設定します。

　　スケジュール － 画像を送信するスケジュールを設定します。

　　　　曜日 － 送信する曜日を設定します。

　　　　開始時刻 00:00:00 撮影開始時刻を時分秒の単位で設定します。

　　　　終了時刻 23:59:59 撮影終了時刻を時分秒の単位で設定します。

　　送信間隔 300 1フレームを何秒間隔で撮影して送るかを設定します。

画像を手動で送信する － 撮影した画像を添付した電子メールを手動で送信す
る設定を行います。画像を電子メールで送信する場
合、「Video」画面から送信を実行（［ON］）できます。

　　送信間隔 300 1フレームを何秒間隔で撮影して送るかを設定します。
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3 入力が終了したら［保存］をクリックします。

4 本製品が自動的に再起動します。

・本機能を利用する際は、「システム設定」で必ずDNSサーバーとゲートウェイを設定してくださ
い。

・SMTPサーバーによっては、電子メールへの添付ファイルの容量に制限がある場合があります。
事前にプロバイダーまたはネットワーク管理者に相談してください。

・本製品のメール機能は、SMTP（Simple Mail Transfer Protocol）を使用しているメールサー
バーでのみ正常に動作します。

・E-mail設定を行うと本製品への接続完了時に、ここで設定した送信先アドレスに接続完了を通知
する電子メールが送信されるようになります。

・撮影した画像は、JEPG形式（.jpg）で電子メールに添付、送信されます。

・次の内容の電子メールが送信されます。

件名：Picture from（デバイス名）yyyy/mm/dd,hh:mm:ss （yyyymmdd：年月日、hhmmss：
時分秒）

本文：Camera Name（デバイス名）、Location（説明）、IP Address（IPアドレス）、Time
（本製品の撮影時刻）、Event（撮影方法）

添付ファイル名：

・添付される画像の大きさは、「320×240」または「640×480」の2種類です。「表示される
画像の設定をする<ビデオ設定>」（P.53）の「解像度」で設定した大きさの画像が電子メールに
添付されます。

・「画像を手動で送信する」を選択すると、「Video」画面から「E-mail送信」の実行（［ON］/［OFF］）
ができます（P.35）。

yyyy mm dd-hh mm ss-1.jpg
  年 　月   日 時　分　秒
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画像をFTPにアップロードする（FTPサーバーの設定）<アップロード>
撮影した画像をFTP（File Transfer Protcol）サーバーに登録できるように設定します。ネットワー
クが混んでいたり、Webブラウザーから画像を見られないような場合に、画像をFTPサーバーに貯め
ておくことができます。インターネット側から本製品へ直接アクセスさせたくない場合は、FTPでのファ
イルの登録先を、公開用のホームページを置いてある場所にして画像を表示する設定にしておけば、本
製品の画像を公開用のホームページから見ることもできます。

1 「設定画面を開く」（P.36）の手順で本製品の設定画面を表示します。

2 「アップロード」画面で次のように設定します。

次の表を参考に、設定します。

項　目 入力例 説　明

サーバーアドレス ftp.isp.ne.jp FTPサーバーのアドレスを設定します。

ポート番号 21 FTP のポート番号を設定します。工場出荷時には
「21」が設定されています。

ユーザー名 corega FTPのユーザー名を設定します。

パスワード passwordftp FTPのパスワードを設定します。

ディレクトリ /user/corega/ftp FTPサーバーに画像を登録するフォルダー（ディレ
クトリー）を設定します。空欄にした場合はFTP
サーバーに登録されているホームディレクトリに追
加されます。

パッシブモード － FTPの転送方式を設定します。FTPサーバーの設定
に合わせて選択してください。工場出荷時はパッシ
ブモードが「OFF」に設定されています。

次の表を参考に、設定します。
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項　目 入力例 説　明

FTPサーバーに自動でアップロードする － 画像を自動でFTPに登録するかを設定しま
す。

　常時 － 画像を自動でFTPに常時登録する場合に設
定します。

　スケジュール － 画像を自動でスケジュールに基づいて登録
する場合に設定します。

　　　曜日 － 登録する曜日を設定します。

　　　開始時刻 00:00:00 登録開始時刻を時分秒の単位で設定します。

　　　終了時刻 23:59:59 登録終了時刻を時分秒の単位で設定します。

　撮影頻度 － 1フレームを何秒間隔で撮影して送るか、ま
たは1秒で何フレーム送るかを選択します。

　基本ファイル名 Camera 画像ファイルのファイル名を入力します。

　アップロード － FTPに登録する際のファイル名を設定しま
す。基本ファイル名を「Camera」とすると、
次のとおりです。

　　　上書き － 基本ファイル名で上書きされます。拡張子
は .jpgです。
例：Camera.jpg

　　　基本ファイル名＋日付/時間 － 基本ファイル名に年月日時分秒を加えた
ファイル名となります。拡張子は.jpgです。
例：Camera20040209200015.jpg

　　　基本ファイル名＋番号 － 基本ファイル名に連番を加えたファイル名
となります。拡張子は .jpgです。
例：Camera10.jpg

FTPサーバーに手動でアップロードする － 画像を手動で登録する設定を行います。
「Video」画面から登録を実行できます。

　基本ファイル名 Camera 画像ファイルのファイル名を入力します。

　アップロード － FTPに登録する際のファイル名を設定しま
す。基本ファイル名を「Camera」とすると、
次のとおりです。

　　　上書き － 基本ファイル名で上書きされます。拡張子
は .jpgです。
例：Camera.jpg

　　　基本ファイル名＋日付/時間 － 基本ファイル名に年月日時分秒を加えた
ファイル名となります。拡張子は.jpgです。
例：Camera20040209200015.jpg

　　　基本ファイル名＋番号 － 基本ファイル名に連番を加えたファイル名
となります。拡張子は .jpgです。

例：Camera10.jpg

・撮影した画像は、JEPG形式（.jpgで保存されたファイル）でFTPサーバーにアップロー
ドされます。

・登録される画像の大きさは、「320×240」または「640×480」の2種類です。「表
示される画像の設定をする<ビデオ設定>」（P.53）の「解像度」で設定した大きさの画
像がFTPに登録されます。

・「FTPサーバーに自動でアップロードする」または「FTPサーバーに手動でアップロード
する」を選択すると、「Video」画面から「FTPアップロード」の実行（［ON］/［OFF］）
ができます（P.35）。

3 ［保存］をクリックします。
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カメラの情報を見る<ステータス>
本製品に関する情報（本製品のモデル名、ファームウェアバージョン、MACアドレス、IPアドレス）が
確認できます。

1 「設定画面を開く」（P.36）の手順で本製品の設定画面を表示します。

2 「ステータス」画面では次のように表示されます。

MACアドレスについて→「MACアドレスについて」（P.79）

本製品の製品名です。

本製品のファームウェアのバージョン番号です。

本製品のMACアドレスです。MACアドレスは
ネットワーク上で本製品固有に与えられている
番号です。

本製品の IPアドレスです。

本製品のデバイス名です。「システム設定」で
設定したデバイス名が表示されます。
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カメラを再起動する<ツール>
本製品を再起動します。設定を変更した場合には、再起動して設定内容を反映させてください。「工場出
荷時の状態に戻す」や「ファームウェアのアップグレード」とは異なりますのでご注意ください。
再起動には、次の2つの方法があります。2つの方法に違いはありません。どの方法を使ってもかまい
ません。

■設定画面を使う

1 「設定画面を開く」（P.36）の手順で本製品の設定画面を表示します。

2 「ツール」画面で次のように設定します。

Power LEDが点滅し、Link/Act LEDが点灯します。しばらくしてPower LEDが点灯し、Link/
Act LEDが点滅すれば、再起動の完了です。

・再起動後も、設定した内容は保持されます。

・再起動すると、カメラ内に一時保存されていた画像はすべて消去されます。

「再起動」の［実行］をクリックします。
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■電源を入れ直す

1 本製品の専用ACアダプターを電源コンセントなどから抜きます。

Power LEDとLink/Act LEDが消灯します。

2 しばらくしてから専用ACアダプターを電源コンセントなどに接続します。

Power LEDが点灯し、Link/Act LEDが点滅すれば、再起動の完了です。

電源を切るときは、本製品背面のDCコネクタの方から電源コードを抜かないでください。故障の
原因となる場合があります。
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カメラの設定を工場出荷時の状態に戻す<ツール>
本製品を工場出荷時の状態に戻すと今まで設定していた情報がすべて消えてしまい、購入したときの設
定に戻ります。ユーザー名やパスワードを忘れて、本製品にアクセスできなくなったときや、ご購入時
の設定に戻して、はじめから設定したいときなどにご使用ください。なお、重要な設定をしている場合
は、その設定内容を事前に書き残すなど、後ですぐに設定し直せるように準備しておいてください。「再
起動」や「ファームウェアのアップグレード」とは異なりますのでご注意ください。
工場出荷時の状態に戻すには、次の2つの方法があります。2つの方法に違いはありません。どちらを
使ってもかまいません。

■Resetスイッチを押す

1 本製品の電源が入っている状態で、ボールペンなど堅くて先の細いものを使用し、背面にあるReset
スイッチを3秒以上押します。

2 Resetスイッチを離します。

Power LEDが点滅し、Link/Act LEDが消灯します。しばらくしてPower LEDが点灯し、Link/
Act LEDが点滅すれば、工場出荷時の状態に戻ります。

■設定画面を使う

1 「設定画面を開く」（P.36）の手順で本製品の設定画面を表示します。

2 「ツール」画面で次のように設定します。

Power LEDが点滅し、Link/Act LEDが消灯します。しばらくしてPower LEDが点灯し、Link/
Act LEDが点滅すれば、工場出荷時の状態に戻ります。

・設定が工場出荷時の状態に戻るまでに、約20秒間かかります。

・工場出荷時の状態にすると、IP アドレスは「192.168.1 .245」、サブネットマスクは
「255.255.255.0」に戻ります。

・工場出荷時の状態にすると、カメラ内に一時保存されていた画像はすべて消去されます。

「初期化」の［実行］をクリックします。


